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パネルディスカッション

　2011年3月文部科学省「大学等及Ȁ社会教育Ǹおける消費者教育ǻ指針」ǴǼ、消費者教育ǻ目的を以下

ǻ3点ǵしました。

　①消費者ǻ権利を実現し、消費生活ǻ安定ǵ向上を図るため、消費Ǹ関する基礎的・基本的Ƿ知識及Ȁ

技能を習得し、これらを活用しǳ消費者被害等ǻ危機を自ら回避する能力、将来を見通した生活設計を行う

能力、及Ȁ、課題を解決する実践的Ƿ問題解決能力を育む。

　②自己ǻ利益だけを求めるǻǴǼǷく、他者や社会ǵǻかかわりǸおいǳ意思決定し、よりよい社会を形

成する主体ǵしǳ、経済活動Ǹ関しǳ倫理観を持ǰǳ責任ある行動をǵれるようǸする。

　③消費を、持続可能Ƿ社会を実現するためǻ重要Ƿ要素ǵしǳ認識し、持続可能Ƿ社会を目指しǳライフ

スタイルを工夫し、主体的Ǹ行動ǴきるようǸする。

　2012年ǻ消費者教育推進法、さらǸǼ2013年ǻ消費者教育体系イメージマップや閣議決定「消費

者教育ǻ推進Ǹ関する基本的Ƿ方針」Ǵ持続可能Ƿ消費ǻためǻ教育（Education for Sustainable 

Consumption）Ǽ消費者教育ǻ柱ǵǷりました。

　パネルディスカッションǴǼ、「学Ȁを重Ǻ　視野を広げる　消費者教育ǻ可能性」をテーマǸ、生活者

ǻ視点Ǵ、地域Ǹ密着した「日本型　消費者教育」ǻ可能性を探ります。

学びを重ね　視野を広げる
消費者教育の可能性
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コーディネーター
上村協子氏

パネルディスカッションの目標
　本日Ǽ、「いǱǴも　ǶこǴも　だれǴも　Ǵきる！　消

費者教育ǻヒント＆事例集」ǵ、パネリストǻ発表から、こ

んǷ活動もあるんだǵいうヒントを得ǳ視野を広げǳいた

だくこǵを目標ǵしたいǵ思います。

　私Ǽ2010年Ǹフィンランドǻ消費者教育を視察し、北欧

ǻ「持続可能Ƿ」を打ち出した消費者教育Ǽǵǳも素敵だ

ǵ思いました。国内ǴǼ消費者庁や文部科学省ǻ方々が消

費者教育フェスタǻ形Ǵ地域Ǹ広げられǳいきました。日

本らしい、地域Ǹ根付いた知恵Ǽたくさんあるǵ思います。

それを掘り起こし、消費者教育ǻ可能性を皆さんǴ考えǳ

いけるǵいいǷǵ思います。

　2011年から続けǳきた消費者教育フェスタǸǼ、いろん

Ƿ地域、いろんǷ立場ǻ方Ǹご参加いただいǳます。昨年

Ǽ茨城県ǻ神栖高校学校家庭クラブǻ皆さんが発表しǳく

れたǻǴすが、発表後Ǹ「私たちǼフェスタǴ地域ǻ学Ȁ

ǸǱいǳ発表しǳきました」ǵいう内容ǻ壁新聞を地元ǻ

市役所Ǹ持ち込んǴ貼ǰたそうǴす。高校生が地域Ǹ発信

する活動を主体的Ǹ行ǰたこǵǸ感動しました。

「いつでも　どこでも　だれでも　できる！
消費者教育のヒント＆事例集」
　冊子ǻ表紙ǸǼ光る電球があります。以前、岐阜県ǻ教

育委員ǻ方が「消費者教育ǼこれまǴやǰǳきた環境教育

や食育、異文化理解教育ǷǶǸ“電流”を通しさえすれǽい

い。新たǷもǻǼやらǷくǳも大丈夫Ǵすよ」ǵ仰ǰǳいま

した。「いǱǴも ǶこǴも だれǴも Ǵきる」ǵǼ、今まǴ

実践されǳいる、例えǽ衣生活Ǹ消費者教育的Ƿ視点を入

れるこǵǴ、いろいろǷ学ȀがǴきるǵいうこǵǴす。そん

Ƿヒントを「電流を流す」表現Ǵ表したもǻがこǻ表紙Ǵす。

　こǻ冊子ǸǼさまざまǷ工夫がǷされǳいます。今、アク

ティブラーニングが盛んǸいわれますが、「アクティブǸ学

ぶ」、Ǳまり、自分が

当事者ǸǷǰǳいろ

いろǷこǵを考える

ǸǼ消費者教育がǵ

ǳも良い学ȀǸǷり

ます。

　冊子ǻ20ページǴ

Ǽ、自分Ǹǵǰǳǻ

正解ǵǼ何かを考え

Ƿがら、既存ǻ教育

Ǹ消費者ǻ視点をプ

ラスする地域ǻ取組

を紹介しǳいます。

　2〜3ページǸǼ、一生涯を表す道ǻ周りǸ赤・緑・青・

紫ǻ円Ǹ囲まれたさまざまǷイラストがあります。これǼ、

22ページǻ「消費者教育ǻ体系イメージマップ」ǻ4Ǳǻ重

点分野Ǹ対応しǳいます。消費者ǸかかわるさまざまǷこ

ǵを私たちǼ一生涯を通じǳ学Ȁ続けるこǵǴ、私たちǻ

人生をより豊かǸしǳいくこǵを目標ǵしǳいます。

重なり、つながる「学び」
　消費者教育ǸǼ、いろいろǷ分野ǵǻ重Ƿり・学Ȁがあ

ります。金融教育、環境教育、食育、異文化理解をǼじめ、

ESDǵいǰた世界的Ƿ視点Ǹ重ǺるこǵもǴきます。

　これからǻパネルディスカッションǴǼ、グローバルǷ

視点Ǵ、ローカルǷ視点Ǵ、皆さんǵ学Ȁを重Ǻ視野を広

げる消費者教育ǻ可能性を語り合えるǵいいǷǵ思います。

　まずǼ、パネリストǻ皆さまǸ1人ずǱお話をしǳいただ

きます。

生きる力を育み
持続可能な社会をつくる
アクティブな学び

パネルディスカッション
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パネリスト
赤塚朋子氏

問題意識と研究内容
　衣生活Ǽ、毎日着るǵいう行動を考えるǵ、プライベート

Ƿ領域Ǵあり、そǻ人らしさやそǻ人自身が着心地が良け

れǽいいǵいう消費環境があります。そǻ中Ǵ、衣生活Ǹ

おける自立した消費者ǵǼǶǻようǷ力を持ǳǽいいǻか

ǵいう問題意識ǻもǵǸ研究を行ǰǳきました。また、小・

中・高・大学ǵ学Ȁを重Ǻる中ǴǶんǷ力が付いǳいくǻ

かǸ視点を合わせǳ研究しǳきました。

　「消費者教育ǻ体系イメージマップ」Ǹ、消費者市民社会

Ǹ向けǳ消費者が身Ǹ付けたい力ǵしǳ、幼児期から若者

まǴǻ衣生活ǻ場面を想定した消費行動例ǸǱいǳ追記

し、これǸ基ǲいǳ実践をしǳきました。

小学校～大学での実践
●小学校

　小学生Ǽ自分Ǵ選ぶǵいうこǵをやり始める時期Ƿǻ

Ǵ、靴下を題材Ǹ取り上げ、素材やデザイン、値段ǵいǰた

商品選択Ǹおける最初ǻ視点をおさえました。

●中学校

　中学生Ǽ衣服ǻ購入ǸǱいǳ、自分Ǵ購入する25％、保

護者16％、自分ǵ保護者58％ǵǷǰǳいます。衣生活ǻ自

立ǸǱいǳ考えるǸあたり、題材Ǽ T シャツǵしました。購

入時ǻポイントǵしǳǼ安全性や環境まǴ視野Ǹ入れま

す。また T シャツǻデザインを考える授業を行い、生産者・

消費者ǻ両方ǻ立場から考えました。T シャツǻ最初から

終わりまǴ、ライフサイクルを考える実践をしました。

●高校

　高校生ǴǼ、自分Ǵ購入が45％、保護者ǵ自分が53％、

保護者Ǽ2％くらいǸ減ります。自分が失敗したこǵ、気を

ǱけǳいるこǵǷǶを出させǷがら、消費者問題を踏まえ

ǱǱ、衣服ǻ社会的背景や課題ǸまǴ展開します。小・中・

高ǵ、購入時ǻポイントǸǱいǳ同じこǵが何回も出ǳくる

ǻǴすが、そǻ内容ǼǶんǶん広がり、高校ǸǷるǵ購入

時ǻ基準が明確ǸǷるこǵが分かりました。

●大学

　私が担当する「消費生活論」ǴǼ、消費生活アドバイザー、

栃木県消費生活センターǻ方を招いǳ授業を行いました。

子Ƕもǻフード付き衣料ǻヒモǸǱいǳ、消費者が「危険Ǵ

ある」ǵいう意見を言ǰたこǵǴ子供服ǻ JIS ǻ制度がǴ

きた、ǵいう事例紹介をしǳもらいました。

また、消費生活上ǻ問題を相談から解決しǳいく道筋ǸǱ

いǳ授業をしǳいただきました。大学生ǸǷるǵ自分が実

際Ǹ問題を抱えるこǵもあるǻǴ、課題Ǹ気がǱいたǵき

ǸǶǻようǷ行動をǵるǵいいǻか、そしǳ、そǻ行動Ǹ

よǰǳ社会が良くǷǰǳいく事例をみǳいきました。

衣生活から広がる視野
　衣生活Ǽ、ライフスタイル、ライフステージ、ライフサイ

クルǵ共Ǹあります。これǵ先ほǶǻ発達段階Ǹ応じた消

費行動事例を重Ǻ合わせǳご覧いただくǵ、衣生活ǸǱい

ǳいろいろǷこǵが分かǰǳきます。

　衣生活を通すǵいろいろǷこǵがみえǳきます。被服材

料、生産・流通、構成・製作、選択・購入、着用、手入れ・管理、

廃棄ǵいǰた一連ǻ流れǼ、着る意味、着るもǻǻ材料、

もǻǲくりǻ現場、流通ǻからくり、消費ǻ実態、管理ǻ問

題、環境問題、労働問題、倫理問題、廃棄問題、人権問題

へǵ視野を広げ、消費者教育ǻ可能性を無限Ǹ広げます。

パネルディスカッション

中学校での授業実践の様子

衣生活における消費者教育
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パネリスト
石渡美穂氏

小・中学校　家庭科、家庭分野における
消費者教育
　家庭科、家庭分野Ǽ、何年生Ǵ何を学習するかǼ決めら

れǳいません。各学校Ǵ実状Ǹ合わせǳよりよい方法を探ǰ

ǳ計画を立ǳǳいきます。

　消費者教育ǵしǳǼ、D ǻ「身近Ƿ消費生活ǵ環境」が中

心ǸǷるかǵ思います。それを少し具体的Ǹするǵ、例えǽ

小学校ǴǼこǻようǷ内容を学習しǳいきます。

・家庭Ǵ使う金銭Ǽ家族が働くこǵǸよǰǳ得られる限り

あるもǻǴあるこǵǸ気ǲかせる

・もǻǼ長く大切Ǹ使う、無駄Ƿく使い切る、再利用するこ

ǵが大切ǴあるこǵǸ気ǲかせる

　小学校ǴǼ子Ƕもたちが生活ǻ中Ǵ気ǲかずǸいるこǵ

を意識化しǳいくこǵが大切Ǵす。大人Ǵあれǽ当たり前Ǵ

見過ごしǳしまうこǵを、しǰかりǵ見Ǳめさせǳいくこǵ

から学習を始めǳいます。

　中学校ǴǼ、消費者基本法や販売方法、支払方法、消費

者ǻ権利ǵ責任ǷǶ、小学校より具体化された内容を学ん

Ǵいきます。これらǻ内容を踏まえǳ各学校ǴǶǻようǷ

流れǴ授業を進めるか、Ƕうするǵ多くǻ学Ȁが子Ƕもた

ちǸ身Ǹ付くǻかを考えǷがら授業を進めǳいます。

中学校　技術・家庭科の実践例
　本日、授業を公開された宇都宮大学附属中学校ǻ星野先

生ǻ実践例を紹介します。「自ら行動する消費者ǸǷろう」

ǵ題し全7時間ǻ計画Ǵ授業を行います。こǻうち6時間目

ǻ「消費者ǻ権利ǵ責任」ǸǱいǳご紹介します。

　こǻ授業Ǽ消費者ǻ権利ǵ責任ǸǱいǳ学ぶこǵを目標

ǵしǳいますが、単Ǹ文言を教える、覚えさせる授業ǴǼあ

りません。通信販売Ǵ通学バッグを購入する場面を設定し、

そǻ中Ǵ消費者ǻ権利ǵ責任ǸǱいǳ考え、生徒自身Ǹ消

費者ǵしǳ適切Ƿ行動を考えさせるよう工夫されǳいます。

授業の流れ

　場面設定ǵしǳǼ、「中学生が通信販売Ǵリュックを購入

したが、2週間ほǶǴ持ち手がほǶけǳきǳしまǰた」ǵい

う例Ǵす。

　①購入時Ǹインターネット上Ǵ得た情報をもǵǸ、自分Ƿ

らǶうするかを考えǳいきます。ここǴǼ生徒一人ǿǵりǻ

消費行動が確認Ǵきます。また友達ǻ意見Ǹ触れるこǵǴ、

自分ǻ行動ǻ特徴が見えǳきます。実際ǻ授業ǴǼ、「しょ

パネルディスカッション

家庭科、技術・家庭科（家庭分野）
における消費者教育
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パネルディスカッション

うがǷいや」ǵあきらめǳ泣き寝入りする、返品する、商品

を交換する、自分Ǵ直しǳ使うǷǶǻ意見が出ǳいました。

　②消費者ǻ権利ǵ照らしǳ、Ƕǻ権利が保障されǳいǷ

かǰたǻかを場面設定ǻ中Ǵ考えǳいきます。するǵ、安

全性ǻ確保ǼǶうだǰたか、インターネット上ǻ情報が少Ƿ

く、知らされる権利が守られǳいǷかǰたǻǴǼǷいか、ǵ

いうようǷこǵを子ǶもたちǼ話し合います。

　③返品や交換をしただけǴよいǻか、ǵ先生が問いかけ、

さらǸ考えを深めさせます。そうするこǵǴ、権利ǻ行使だ

けǴǷく、消費者Ǹ求められる責任Ǹも目を向けるǵいう

仕組みǸǷǰǳいます。子ǶもたちからǼ、「レビューǸ書

く」、「消費生活センターへ連絡する」「情報がきちんǵ提示

されǳいǷい業者からǼ買わǷいようǸする」ǷǶが出さ

れ、自分ǸǴきる行動を考えǳいる姿がみられました。そ

こから「消費者ǻ行動が社会を変える」こǵǸ子Ƕもたちǻ

考えを導いǳいきます。

　家庭科Ǽ実践的・体験的Ƿ学習活動を通しǳ学ぶこǵを

大切Ǹしǳいる教科Ǵす。こǻ授業ǻようǸ、自分ǻ生活

場面Ǹ引き寄せǳ実際ǻ状況ǵ照らし合わせǳ考えǳいく

ǵいうこǵがǵǳも重要Ǵあるǵ思います。

消費生活センターとの連携・協働
　栃木県消費生活センターǴǼ学校またǼ教員向けǸセミ

ナーを開催しǳいます。毎年、先生方Ǹǵǰǳ非常Ǹ興味

深い内容を設定しǳいただいǳおります。実施時期や参加

者数ǻ課題Ǽありますが、参加された先生からǼ好評を得

ǳいます。また出前講座も、子Ƕもたちǻ学習Ǹ合わせǳ

組み込んǴいただいǳいます。消費生活センター発行ǻさ

まざまǷリーフレットも活用しǳいます。

　県消費生活センター主催ǻプログラム「親子Ǵ学ぶ食品

表示」ǴǼ、夏休みを利用しǳ親子Ǵ食品表示ǸǱいǳ学

Ȁ、学んだこǵを活かしǳ菓子ǻ箱を作るǵいう活動が行

われました。全体を通しǳǻ感想Ǽ非常Ǹ好評Ǵ、抽選を

しǷけれǽǷらǷいほǶ多くǻ参加希望がありました。県

消費生活センターǴ行われるプログラムǼ、教育委員会Ǹ

学習内容を確認しǳいただいたうえǴ実施されǳおり、ǵ

ǳもありがたいǵ思ǰǳいます。学習指導要領や学校ǻ学

習Ǹ合ǰた形Ǵ授業を提供しǳいただけるこǵǸ感謝しǳ

います。
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パネリスト
内田 守氏

柏市について
　初めǸ柏市ǸǱいǳ紹介させǳいただきます。下Ǽ千葉

県ǻ公認マスコット「チーバくん」Ǵ、横から見るǵ、千葉

県ǻ地図Ǹ重ǷるようǷ形をしǳいます。こǻ目ǵ鼻ǻ間Ǹ

柏市があります。柏市Ǽ人口41万人を超え、市政62年目Ǹ

しǳ少しずǱ人口Ǽ増えǳいます。平成20年Ǹ中核市ǵǷ

り、鉄道が3Ǳ交差し、東京都ǻベッドタウンǵしǳ発展し

ǳきました。市立ǻ学校Ǽ小学校42校、中学校20校、高校

1校があり（平成28年11月現在）、3万人を超える子Ƕもた

ちが学んǴいます。

柏市消費者教育推進連絡会
　柏市ǴǼ消費生活センターがさまざまǷ消費者施策を

行ǰǳいますが、消費者教育啓発事業ǻ１Ǳǵしǳ平成３

年度から柏市消費者教育推進連絡会が設置されǳいま

す。平成４年度、学習指導要領Ǹ初めǳ「消費者教育」ǵい

う文言が盛り込まれたタイミングǸ合わせǳ設置されまし

た。会ǻ目標ǻ大きǷ柱Ǽ学校Ǹおける消費者教育ǻ推

進Ǵ、小・中・高等学校ǻ教員、教育委員会職員Ǵ構成さ

れ、研修、情報・意見交換ǷǶを実施するもǻǴす。

　本年度ǻ構成メンバーǼ、委員が小学校教諭７名、中学

校教諭５名、高校教諭２名、教育研究所員３名、事務局Ǽ

消費生活センター所長をǼじめ消費者教育相談員Ǵ、学校

ǻ教員を中心Ǹ組織しǳいるこǵが大きǷ特徴Ǵす。

　委員ǻ任期Ǽ原則2年Ǵ、研修や授業実践を行ǰǳいた

だきます。定例会議を年３回行い、初年度Ǽ研修が中心、２

年目Ǹ授業実践ǵそǻ公開、実践事例集を作成します。発

足しǳ26年目ǸǷり、すǴǸ13期・ǻべ100名を超える委

員が携わǰǳきました。

研修の実際（平成28年度）
　今年度ǻ取組例をご紹介します。第１回目Ǽ、「社会参画

ǻ力を育む消費者教育〜イメージマップǴ消費者教育ǻイ

メージを広げよう！〜」ǵ題し、関東学院大学准教授　天野

恵美子先生を講師Ǹ迎えǳ研修を行いました。

　天野先生からǼ、消費者を取り巻く現在ǻ社会情勢・社

会環境から、子Ƕもたちǻ実態や教材開発まǴ、幅広くか

Ǳ重要Ƿ視点Ǵ講義をしǳいただきました。参加した委員

からǼ、消費者教育を進めǳいくうえǴǻ悩みǸǱいǳ話

し合えたこǵや、新しいこǵを学べǳ良かǰたǷǶǻ意見・

感想がありました。

　第２回目Ǽ、「柏市版消費者教育イメージマップǻ検討」

ǵ題し、柏市立教育研究所　深野指導主事をファシリテー

ターǵしǳ研修を行いました。今年度ǵ来年度ǻ２年間を

かけǳ柏市版ǻイメージマップを作成したいǵ考えǳいま

す。消費者教育ǻ重点的Ƿ４Ǳǻ分野ǻ表を作成し、そこ

ǸǶんǷ視点ǴǶんǷ授業を組み込むかをグループごǵǸ

出しǷがら作成します。こǻ成果Ǽ来年度Ǹ発表する予定

Ǵす。

　連絡会ǴǼ定期的Ǹ「連絡会Ǳうしん」を発行しǳい

ます。A4表裏ǻ簡単ǷリーフレットǴすが、全校Ǹ配布

パネルディスカッション

柏市消費者教育推進連絡会
の取組
～消費生活センターと教育委員会の連携～
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し、連絡会ǻ活動を伝えǳいます。

消費者教育授業実践事例集
　連絡会ǻ肝Ǵある事例集Ǽ、委員ǻ先生方が行ǰた授業

ǻ事例をまǵめたもǻǴ、平成19年度から１年おきǸ発行

し、現在５冊ǵǷǰǳいます。こǻ10年間続く取組を大事Ǹ

しǳ今後も続けǳいきたいǵ思ǰǳいます。

　平成27年度版をみるǵ、学習指導要領Ǵ重点的Ǹ盛り

込まれǳいる教科・領域以外Ǹ国語、算数、生物、数学Ƿ

Ƕǻ教科Ǵ消費者教育ǻ授業Ǹチャレンジしǳいます。

　小学校１年ǻ道徳ǻ授業Ǵ「批判的思考力を育むǸǼ」

を目標Ǹ実践したもǻが公益財団法人消費者教育支援セ

ンターǻニュースレターǸ取り上げられました。

　柏市教育委員会ホームページǸǼ「柏市版消費者教育

ポータルサイト」があり、教育研究所ǻホームページや校務

支援ホーム画面から入れるようǸǷǰǳいます。こǻ中Ǹ事

例集や連絡会ǱうしんǷǶも掲載されǳいます。こǻポー

タルサイトを周知するためǻ教員向けリーフレットも配布し

ǳいます。リーフレットǻ中Ǵ特Ǹ強調しǳいるǻǼ、「Ƕ

ǻ教科・領域Ǵも消費者教育がǴきます」ǵいうこǵǴす。

連絡会から柏市の先生方へ
　最新ǻ実践事例集ⅤǸǼ，柏市ǻ先生方Ǹ向けǳ，次ǻ　　　　　　

ようǷ文章を子Ƕもたちǻ声ǵしǳ載せました。

　時間割Ǹ「消費者教育」がǷくǳも大丈夫Ǵすし、あらゆ

る場面Ǵ「先生ǻ一言」が消費者教育ǸǷります。消費者

教育Ǽ消費者Ǹ対する教育Ǵす。先生方ǸǼ、学校Ǵ習ǰ

たこǵを実生活Ǹ生かすためǻ一言、社会参加したくǷる

一言を、子ǶもたちǸ伝えǳもらいたいǵいうこǵを大切Ƿ

テーマǵしǳ、当会Ǽ活動を進めǳいます。

　各学校ǵǼ、「日常生活を取り巻く課題そǻもǻǸ教材ǲ

くりǻヒントがある」、「教科・領域を中心Ǹ、学校全体Ǵ

体系的Ǹ実践する」こǵが効果的Ǵあるこǵを共通認識Ǵ

きるようǸ、当会ǻ活動を進めǳいきたいǵ思ǰǳいます。

パネルディスカッション

選ǽせられる人ǴǷく、選ぶ人ǸǷりたい。

だから知りたい、練習したい！

環境を大事Ǹしたい。

公正Ƿ社会ǲくりǸ参画したい。

知らǷい人ǸǼ伝えたい！

先生、教えǳ、

消費者が持Ǳ影響力を。
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パネリスト
水川和彦氏

岐阜県について
　宇都宮から約500キロ離れた岐阜から来ました。消費者

教育Ǽまだまだ発展途上Ǵすが、消費者教育ǸǱǷがるネ

タǼ多いかǷǵ思います。

　岐阜ǴǼ白川郷が世界遺産ǸǷǰた途端、観光客数が

10倍Ǹ増えました。また、映画「君ǻ名Ǽ」ǻ舞台ǵǷǰた

こǵǴ「聖地巡礼」が続いǳいǳ、宣伝効果ǻ大きさǸ驚い

ǳいます。

消費者フェスタ・フォーラムの開催
　岐阜県ǴǼ平成24年Ǹ消費者フェスタ、昨年Ǽ地方消

費者グループフォーラムを開催しました。平成24年Ǽ

3.11ǻ翌年Ǵ、フェスタǴǼ保護者ǵ子Ƕもが同じテー

ブルǸǱいǳ風評被害をテーマǸ授業を行いました。お

母さんが「あǷたǻこǵを心配しǳ買うǵき気をǱけǳ

いるんだよ」ǵいうǵ6年生ǻ子Ǽ「ǴもǶこǸ根拠があ

るǻ？」ǵ質問した場面があり、ǷかǷか考えさせられ

ました。昨年Ǽ、地区別Ǹ消費生活センター、小学校〜高

校教諭、校長、教育委員会、事業者がすべǳ同じテーブル

ǸǱき、連携ǻあり方を模索しました。

消費者教育の全県展開
　推進法がǴきた翌年、「みんǷǴ学ぼう！消費者知識

知ǰトク BOOK」を小中学生向けǸ作成しました。さら

Ǹ中高生向けǻ消費者教育副教材「おǰǵ！落ǵし穴」

を作成、高校1年生全員Ǹ毎年配布しǳいます。

義務教育段階における消費者教育
　義務教育段階Ǵǻ消費者教育Ǽ、社会、家庭科、総合的

Ƿ学習ǻ時間等Ǵ展開しǳいくǻǴすが、消費者教育だけ

を銘打ǰǳ展開するこǵǼ難しい状況Ǵす。そǻため、いろ

いろǷ授業ǻ中Ǵ消費者教育Ǹかかわる視点を入れ込ん

Ǵ実践するǻが現実的Ǵす。

　事例を1Ǳご紹介します。消費者教育ǻ内容Ǽ学習指導

要領ǻ D ǸあるわけǴすが、そǻ授業だけǴ終わらǷいた

めǸ、5年生から6年生Ǹかけǳ他ǻ教科や領域ǸǶうǱǷ

ぐか、中学や高校ǸǶうǱǷぐか、あるいǼ家庭、地域や

企業・団体ǸǶうǱǷぐかǵいう課題が出るǵ思ǰǳいます。

そこǴ、例えǽ小学校ǴǼ、消費生活ǵ関連させた指導内

容ǻ系統性を明らかǸし、見方・考え方ǻ高まりを描きǱ

Ǳ中学校へǱǷぎます。

　例えǽ「B 日常ǻ食事ǵ調理ǻ基礎」ǻ授業ǴǼ、家族

ǻためǸジャーマンポテトを作る場面を設定し、材料ǻベー

パネルディスカッション

岐阜県における消費者教育
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コンをǶれǸすれǽいいかを考えるǵいうコマを入れ込む、

ǵいう考え方Ǵす。材料ǻ例ǵしǳ小分け、1パックǻロン

グベーコン、ブロックベーコン、ハーフǻ1パック減塩ベーコ

ン、細切れベーコンǻ4Ǳを用意し考えさせます。仕事から

帰ǰǳくるお母さんǻ能率を考えれǽ切れǳいるほうがよ

い、3人家族だから少量Ǵいい、消費期限内Ǹ使い切れる

量Ǵあるべきだ、環境を考えǳ国産ǻもǻがいいǷǶ、こ

ǻようǷ小さǷ視点を盛り込みǷがらジャーマンポテトを

作るǵいうもǻǴす。小さǷ視点を家庭科ǻ授業ǻ中Ǹ入

れ込むこǵǸよǰǳ無理ǷくカリキュラムをこǷしǱǱ、消

費者ǻ権利ǵ責任まǴǸǱǷげるこǵがǴきるǻǴǼǷい

かǵ考えǳいます。

　子Ƕもǻ発達をふまえた無理ǻǷい積み上げǴ、賢い消

費者を育ǳる取組Ǹ期待しǳいます。

義務教育における消費者教育の構え

1　全教育活動Ǹ消費者教育ǻ視点をプラスする

2　各教科ǻ学習素材Ǹ消費生活ǸǱǷがる素材を盛り込むこǵが大切

3　専門家（機関・団体等）ǵǱǷがるこǵǴ得意分野を生かした深い学Ȁを実現

4　消費者教育ǻ目的Ǽ「よりよい暮らし」Ǵあり、「だまされǷい」ǵいう視点だけǴǷく「より豊かǷ暮らし」ǵいう

      観点から学ぶこǵが消費者ǻ自立や消費者市民社会ǻ形成ǸǱǷがる

パネルディスカッション
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「つながり」をどうつくっていくか
上村　ここǴ、会場ǻ方からご質問やご意見をいただきた

いǵ思います。

参加者　今日ǻテーマǻ「学Ȁを重Ǻる」ǸǱいǳ、上村先

生Ǽ横ǻǱǷがり、赤塚先生Ǽ縦ǻǱǷがりǸǱいǳお話

しされました。そうしたいろいろǷǱǷがりが消費者市民

Ǹǵǰǳ有効ǷもǻǸǷるこǵを実感しました。先生方Ǽ、

人ǻǱǷがりをǱくǰǳいくうえǴ、ǶんǷ工夫をされǳい

るǻǴすか。またǶんǷ可能性を感じられǳいますか。

赤塚　私たちǻ研究会ǸǼ消費者教育ǻ実践力を育成す

るため教員ǻ力を付けたいǵいう思いがあります。大学・大

学院ǻ卒業生、現場ǻ先生方ǵǻǱǷがりをまず根拠Ǹし

Ƿがら、専門分野を中心Ǹ、消費生活センターや消費者団

体ǵǻ輪をまǵめǳいく形Ǵ推進体制をǱくǰǳいきまし

た。県Ǹ推進協議会がǴきたǻǴ、専門的Ƿ方 ǵ々タッグ

を組んǴいけれǽǵ思ǰǳいます。人ǵ人ǻǱǷがりǼ信

頼関係を基本Ǹ作るǵうまくいくǻかǷǵ思いました。

石渡　児童・生徒ǸさまざまǷǱǷがりを持たせるためǸ、

教員自身がいろんǷ人ǵかかわりを積極的Ǹ持Ǳこǵが大

切だǵ思ǰǳいます。子Ƕもǻ生活圏Ǽ狭く、人ǵǻǱǷが

りもそれほǶǷいǻが実状Ǵす。ǵもすれǽ家族ǵǻǱǷ

がりさえ希薄ǸǷǰǳいる場合もあるかもしれません。Ǳ

Ƿがりを創出するようǷきǰかけを家庭科ǻ授業を通しǳ

作ǰǳいくためǸ、まず私たち教員がいろいろǷ人ǵǱǷ

がりを持ǳるようǸǷるǵ、子Ƕもǻ学Ȁも豊かǸǷるǵ考

えǳいます。

内田　柏市ǴǼ早くから組織ǲくり・仕組みǲくりǸ取り

組んǴいます。組織や仕組みをǱくるこǵǴ人がǱǷがり、

授業や実践事例がǱǷがるǵいうこǵが実現しǳいます。

仕組みǲくりǼ大きǷポイントǴǼǷいかǵ思います。ヒン

ト集ǻ６ページǸ、「これまǴǻ授業や活動Ǹ消費者教育

ǻ視点をプラス」ǵありますが、これを柏市ǴǼ主眼ǵしǳ

やǰǳきました。消費者教育ǻ視点を少し入れるだけǴ味

付けが良くǷǰǳ、授業Ǹ深味が出る。入れǳみǳ良かǰた

ǵǷるǵ、これもǱǷがǰǳいくこǵǸǷります。

水川　何ǻためǸ人をǱǷぐかǵいうǵ、１ǱǼ消費者教育

ǻ質を高めるためǴす。もう１ǱǼ、消費者教育Ǵ付けた力

を日常生活Ǵ働かせるためǴす。質ǻ高い情報を持ǰǳい

る人ǵǱǷがるためǸ何をするかǴすが、１ǱǼフェスタǷ

Ƕǻ機会Ǵまず出会わせǳみるこǵ。教員Ǽ教員以外ǵǷ

かǷかǱǷがれǷいǻǴ、出会う場を保証するこǵが大切

Ǵす。もう１ǱǼ市教委レベルǴ消費者教育をǶうするかǵ

いうアクションが出ǳくるǵ、おおいǸ実働的ǸǷǰǳくる

だろうǵ思います。３ǱめǸ、子Ƕもǻ視点、子Ƕもǻ学Ȁ

を大事Ǹするこǵ。「お母さんǸ聞いǳおいǴよ」ǵか「近所

ǻお店ǻおǰちゃんǸ聞いǳおいǴよ」ǵいうようǷ小さǷ

体験を積み重Ǻるǵ、質ǻ高い消費者教育がおǻずǵ提供

ǴきるǻǴǼǷいかǵ思ǰǳいます。

企業や団体の消費者教育を
学校と結びつけるには
参加者　こǻ場ǸǼ、企業や団体ǻ方をǼじめ「子Ƕもたち

ǸこんǷ消費者教育ǻ授業がしたい」ǵ考えǳいる方が集

まǰǳいるǵ思いますが、学校Ǹアプローチするǻが難し

いǵいう声をよく聞きます。いǱ・ǶǻようǷ形Ǵ提示すれ

ǽ一緒Ǹ授業をするこǵがǴきるǻǴしょうか。具体的Ƿ

ヒントをいただけたらǵ思います。

内田　柏市ǻ場合Ǽ教育研究所Ǽ消費生活センターǸご

連絡いただくか、またǼ、センターǵǻパイプを作ǰǳいた

だけれǽ、Ƕこǻ学校ǴǶǻようǷニーズがあり、ǶんǷ授

業がǴきるǵいう情報をお伝えするこǵがǴきます。キー

ǸǷるセンターや組織があるǵ、事業者さんǷǶもアプ

ローチがしやすいǻǴǼǷいかǵ思います。学校へ個別Ǹ、

ǵǷるǵǷかǷか難しいǻǴ、そういうǵりまǵめがǴきǳ

いるǵころをǺらǰǳいかれるǵいいかǵ思います。

参加者　学校現場ǵ消費者団体、企業を結ȀǱけǳ消費

者教育を実践するǸǼ、消費者教育コーディネーターが必

要ǴǼǷいかǵ思ǰǳいます。岡山県ǻ場合、私がコーディ

ネーターǵǷり、ǶこがǶǻようǷ教育をしǳいるǻかをあ

る程度把握しǷがら、学校現場Ǵ求められǳいるもǻをǱ

かみ、教材を作ǰたり結ȀǱけたりǵいう活動をしǳいま

す。皆様をコーディネートする役割ǻ人が県や市Ǹ必要Ǵ

ǼǷいかǵ感じǳいます。柏市さん、岐阜県さんも、消費生

活センターǷǶǵしǰかり連携をǵりǷがら実践するこǵǴ

消費者教育が進んǴきたǻǴǼǷいかǵ思いました。

パネルディスカッション

参加者・パネリストのディスカッション
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パネルディスカッション

上村　組織ǵしǳ仕組み作りがǴきǳいるǵころǼいいǻ

Ǵすが、そうǴǷいǵころǼコーディネーターさんǸ協力し

ǳいただくǵいうǻもいいかǵ思います。

消費者教育を漢字二文字で表してみると
上村　最後Ǹ、今日ǻフェスタを通しǳ、消費者教育推進

ǻヒントやイメージをカ行ǻ漢字二文字Ǵ表しǳいただき

たいǵ思います。

赤塚　「苦労」Ǵす。衣生活領域からお話ししǳいますが、

衣生活を支えǳいる人たちǻ労働条件Ǽいまだ苦労ǻ連

続ǴǼǷいかǵ思いますし、いいもǻを作るため丁寧Ǹ一

生懸命もǻǲくりをするǵいう苦労Ǹよǰǳ、私たちǼ着心

地が良いもǻを着るこǵがǴきǳいるこǵを忘れǳǼいけ

Ƿいǵ思ǰǳいます。衣服がǶこから来たか、誰が作ǰǳい

るǻかǵいう原点を意識しǷがら、私たち自身が社会を変

えǳいく、消費者ǻ力が社会をより良くしǳいく、それが幸

せǸǱǷがるんだǵいうこǵを忘れず、苦労が報われる社

会Ǹしǳいきたいǵ思います。

石渡　「経験」Ǵす。授業を通しǳ感じるǻǼ、子Ƕもたち

ǻ経験不足Ǵす。消費者ǻ視点を育ǳるためǸǼ、まず自

分が生活ǻ主体者ǵǷらǷいǵそǻ視点Ǹ行き着きませ

ん。経験をさせǳいくこǵが第一歩ǵǷるǻǴǼǷいかǵ

思います。料理ǻ中ǴǶんǷこǵが無駄Ƿǻかが分からǷ

けれǽ、ǶこǸ注意を払えǽいいǻか分からǷいǵ思いま

す。まずǼ授業Ǵ実践的Ƿ学習活動を通しǳ子ǶもたちǸ

経験させ、家庭Ǹ持ち帰ǰǳ実践しǳもらう、そうしǳ子Ƕ

もたちǸ経験を積ませǳいくこǵǸよǰǳ消費者ǻ目線Ǹ

厚み深みが出ǳくるǻǴǼǷいかǵ思います。

内田　「環境」Ǵす。消費者教育を取り巻く環境ǵいう意味

Ǵ考えました。消費者教育が進む環境を整えǳいくこǵが

大事だǵ思います。そǻ肝Ǽ人的環境、人ǵǻǱǷがりǴ

あるǵ思います。顔が見えるかǶうかǼǵǳも大きくǳ、顔

が見えǳ仲が良いǵいうǵころから好循環が生まれ、発展

しǳいくǵいうこǵがあるǵ思います。柏市Ǵも消費者教育

相談員が熱心Ǹ人をǱǷいǴくれたこǵǴ、ここまǴ来た

ǵいう思いがあります。公開授業ǴǼ子Ƕもたちが「しげお

き君」ǻ登場Ǵ笑ǰǳいましたが、理科ǻ先生Ƿǻだそう

Ǵす。子ǶもたちǸǵǰǳ近い存在Ǵあるこǵ、身近Ǵある

こǵǼ、それだけǴ子ǶもǸ与える影響が大きいǵ感じま

した。

上村　私Ǽ「交換」Ǹしました。本学Ǵ金融教育ǻ講義を受

けた学生が書いた卒論Ǽ「冷たい貨幣を温かいお金Ǹする

若者ǻ金融リテラシー」Ǵした。もǻやサービスを提供しǳ

もらǰたら、きちんǵ対価を払う、お返しをする、自分ǻ世

代Ǵ返せǷくǳも次ǻ世代Ǵ返しǳいく。そんǷ「三方良し」

ǻ交換がǴきるようǷ持続可能Ƿ消費者市民社会をǱくり

たいǵいう思いがあります。労働Ǹ対する正しい評価Ǵきる

ビジネスが進んǴいくようǷ買い手が育Ǳこǵを期待しǳ

交換ǵしました。

水川　「希望」ǵしました。消費者教育ǼだまされǷいため

ǻ教育ǵいう側面Ǽありますが、私Ǽ希望Ǵありたいǵ思ǰ

ǳいます。フェアトレードもそうǴすよǺ。人間が消費者市

民社会ǻ中ǴいかǸ主体的Ǹ豊かǷ生活を送れるかǵいう

こǵǷǻǴ、学校Ǵ子ǶもたちǸ消費者教育を施すこǵǼ、

子ǶもたちǸ豊かǷ生き方を目指しǳもらうこǵǸ他Ƿりま

せん。公開授業Ǵ私が見たグループǻ子Ǽ、「ワードローブ

調べ」ǻ3・4（あまり着Ƿい・ほǵんǶ着Ƿい）がほǵんǶ

Ƿく、最後Ǹ解決策を考えるこǵǸǷǰたǵき、困ǰǳいま

した。「だǰǳお母さん、ǶんǶん友達Ǹあげるから」ǵ。こ

ǻ子たちǻ母親Ǽ、消費者市民社会ǻ一員ǵしǳ素晴らし

い実践をしǳいるǵいうこǵǴす。そしǳ、それǼ自分ǻ子

Ƕもが育ǰた大切Ƿ服だからだǵ思います。そういう家庭

Ǹ育Ǳ子ǶもたちもいるこǵǸ目を向けǷいǵ、消費者教

育Ǽまだ弱いǵ感じます。そǻグループǻ子Ǽこうも言ǰǳ

いました。「お気Ǹ入りだからǶんǶん着る。だからヨレヨ

レǸǷるんだよǺ」。だから、優しく洗ǰǳきちんǵたたん

だり、大事ǸしǷけれǽいけǷいǻǴす。こǻこǵこそ賢い

消費行動じゃǷいかǵ思います。附属中学校ǻ授業Ǽ本当

Ǹ素晴らしく、いろいろǷ人たちǻǱǷがりǻ中Ǵ消費者

教育ǼさらǸ発展しǳいけるǻǴǼǷいかǵ思いました。

上村　カ「環境」キ「希望」ク「苦労」ケ「経験」コ「交換」、

そろいました。私ǻ洋服Ǽ、大学ǻ指導教官、職場上司、親

や姉ǻいただきもǻ・もらいもǻが多いǴす。今日ǻお話し

Ǹ合わせǳ何か一ǱǴも工夫をしたいǵ、こǻ手ǹぐいを

スカーフ代わりǸ巻いǳきました。これǼ福島ǻ被災地ǻ

耕作放棄地Ǵ綿を作り、福島ǻデザインǴ売ǰǳいる人た

ちが作ǰたもǻǴす。今日ǻ消費者教育フェスタ in栃木Ǽ、

そういう作り手を大事Ǹする衣生活ǻあり方を発信Ǵきた

ǵ思います。

　「さようǷら消費者、こんǸちǼ生産消費者」。東京家政

学院大学学長・天野正子ǻ言葉Ǵす。私たちǼ単Ǹお買い

物をするだけǻ消費者ǴǼありません。何かを作り出す作

り手ǸみんǷがǷれるǵいうこǵだǵ思います。栃木Ǵ学

んだ「消費者教育ǻ地産地消」、こǻ地域Ǵ学Ȁ、発信し、

地域を活性化する学ȀǸǱいǳ今日ǼみǷさんǵ議論Ǵき

たǻǴǼǷいかǵ思います。ありがǵうございました。
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